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１．はじめに 
 2014 年 12 月に『日本十進分類法新訂 10 版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。


















前川由実子†    関西大学等非常勤 
北 克一††        相愛大学 
100 哲学 
<110 / 130 哲学> 
      *哲学各論は，111 / 188 に収める 
      *各国の哲学・思想は，120 / 139 に収める 
        ・・・ 
<120 / 130 各国の哲学・思想> 
110  哲学各論 
120  東洋思想 
121   日本思想 
122    中国思想．中国哲学 
         ・・・ 
126    インド哲学．バラモン教 
129    その他の東洋思想．アジア哲学 
   .1     朝鮮思想 
   .3     その他のアジア諸国の哲学 
   .7     イスラム哲学[アラビア哲学] 
 [.8]     ユダヤ哲学   →139.7 
130   西洋哲学 
131  古代哲学 
132   中世哲学 
133   近代哲学 
134     ドイツ・オーストリア哲学 
135     フランス・オランダ哲学 
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 136     スペイン・ポルトガル哲学 
137     イタリア哲学 
138     ロシア哲学 
139    その他の哲学 
  .3     その他の西洋諸国の哲学 
   .4     アフリカ諸国の哲学 
   .6     中南米諸国の哲学 
   .7     その他の諸国の哲学 
 
第一に、哲学における 3 分法を確認しておく。 
  120  東洋思想 
    121    日本思想 
    122    中国思想．中国哲学 
    126    インド哲学．バラモン教 
  129  その他の東洋思想．アジア哲学 
      .1    朝鮮思想 
        .3    その他のアジア諸国の哲学 
        .7    イスラム哲学[アラビア哲学] 
    130  西洋哲学 
 
 このように<120 / 130 各国の哲学・思想>は、
日本、東洋、西洋という本来の形での 3分法では
ない。 
 形式的な構造的としては、「120  東洋思想」、
「130 西洋哲学」に二分している。そして、「120  
















その下位区分に、「.1 朝鮮思想」、「.3 その他の 
アジア諸国の哲学」、「.7 イスラム哲学[アラビ 
ア哲学]」の 3 区分を持つ。 



























(2) 「130 西洋哲学」の下位区分 
1) 「130 西洋哲学」においては、まず、「130.2 
西洋哲学史」の下位区分を見る。 
130.2  西洋哲学史 
   [.23]   古代 →131 
   [.24]   中世 →132 
   [.26]   近代 →133 
これにより、西洋哲学史は記号法的には、い 
びつな構成をもつことになる。次である。 
130.2  西洋哲学史 
  131      古代哲学 
  132    中世哲学 
  133      近代哲学 
  よって、<131 / 133  西洋哲学史時代区分> 
と理解される。 
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  また、「130.2 西洋哲学史(一般)」は、「130 
西洋哲学」の形式区分であるから、「130.2 西 




  原因は、「130.2 西洋哲学史」の下位区分で 
ある「.23 古代」、「.24 中世」、「.26 近世」 




に、「132 中世哲学」を 15 世紀まで、「133 近 
代哲学」を 16 世紀以降としている。 
 
2) <133 / 139 西洋近代哲学> 




133   近代哲学 
134     ドイツ・オーストリア哲学 
135     フランス・オランダ哲学 
136     スペイン・ポルトガル哲学 
137     イタリア哲学 
138     ロシア哲学 
139     その他の哲学 
   .3      その他の西洋諸国の哲学 
    .4      アフリカ諸国の哲学 
    .6      中南米諸国の哲学 
    .7      その他の諸国の哲学 
 
  ここで、「139 その他の哲学」の下位区分 
を見ると、「.4 アフリカ諸国の哲学」、「 .6 中 





 3) 「133 近代哲学」 
  133 近代哲学 
     *西洋近代哲学<一般>はここに収める 
          *別法：130.26 
       .1  イギリス哲学 
      (以下、イギリス哲学の時代区分) 
       .9  アメリカ哲学 →：113.6 
     
    このように「133 近代哲学」は、西洋近代哲 
学<一般>を収めるとともに、「.1 イギリス哲 




 4) 「139 その他の哲学」－「.7 その他の諸国 
の哲学」 










 「.7 その他の諸国の哲学」について、その注 
記も含めて確認をしておこう。 
 
 139  その他の哲学 
         ・・・ 
      .7 その他の諸国の哲学  →：150.24 













2.2 「289 個人伝記」における 3分法 





 289 個人伝記 




















2.3 <521 / 523 様式別の建築>における 3分法 
 520  建築 
 521   日本の建築 
  522    東洋の建築．アジアの建築 
  523    西洋の建築．その他の建築 














2.4 「596 食品．料理」と「673 商業経営．商店」 




 590 食品．料理 →:498.5 
     .2  様式別による料理法．献立 
     .21   日本料理 
   .22   アジアの料理：中国料理,朝鮮料理, 
インド料理 
     .23   西洋料理．その他の様式の料理 
   .3  材料別による料理法 
   .33   肉料理 
   .35   魚介料理 
     .37   野菜料理 
     .38   麺類 
   .4  目的による料理 
























 673 商業経営．商店 
     .9 サービス産業 
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      .97  飲食店：食堂，レストラン 
     .971   日本料理店：すし屋，うどん屋，そ 
ば屋 
   .972   アジア料理店：中国料理店，朝鮮料 
理店，インド料理店 
     .973   西洋料理店 
     .974   その他の料理店 
       (以下、略) 
 
  「673.9 サービス産業－.97 飲食店」では、
















2.5 「728 書．書道」、「022 写本．刊本．造本」 
 最初に「728 書．書道」を引用する。 
 
  728 書．書道 
    .21 日本 
             *個人(日本人)の書跡集は，ここに 
収める 
       .22 中国 
       *個人(中国人)の書跡集は，ここに 
収める 
              (以下、略) 









  022 写本．刊本．造本 
       .2   写本：様式，書風 →：202.9；728 
       .21    日本 
       .22    東洋：朝鮮，中国 
       .23    西洋．その他 
 



























































































































                                                  
1 もり・きよし原編, 日本図書館協会分類委員会






本十進分類法の検討 その(6)―1 類 哲学―』 
 『情報学 = Journal of Informatics』 
http://creativecity.gscc.osaka-cu.ac.jp/JI/articl
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  *フラワーデザインは、ここに収める 
9 諸『NDC』において、主題概念の階層性を記号
の階層性が反映していない、縮約項目、不均衡項
目の存在が、いかに分類表としての論理性、透明
性を妨げてきたか。また初学習者の理解を妨げて
きたか、を思えば、可能であれば分類理論の基本
に立ち帰った検討も必要ではないだろうか。 
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